
【新規】５歳児健診区市町村支援事業について

■母子保健法において、「１歳６か月児健診」「３歳児健診」のみ実施が義務（※５歳児健診は任意）

■５歳児は、言語の理解能力や社会性が高まり、発達障害が認知される時期であり、子供の個々の発達の特性を早期

に把握する５歳児健診の実施は重要（※健診の実施主体は区市町村）

■５歳児健診において所見が認められた場合には、必要な支援につなげる地域のフォローアップ体制が必要

５歳児健診

問診・診察・評価

・情報集約
・発達等の評価
・保護者への説明等

専門相談

保護者との共有
・健診後の不安の傾聴 等

健診後
カンファレンス

多職種による評価
支援の必要性の検討

【健診に関わる職種例】
医師、保健師、心理職、保育
士、教育職、作業療法士 等

地域のフォローアップ体制

保健

教育

医療

保健センター
◆保健師による相談
◆保育所等の関係機関
との情報共有

児童発達支援センター等
◆通所系、訪問系支援

教育委員会、学校等
◆保健・医療・福祉との連携

専門医療機関等
◆診察・治療
◆小児科医等

福祉

【新規】５歳児健診区市町村支援事業 R７予算案：165百万円

①コーディネーター配置

にかかる費用の補助

②普及啓発に要する費用

の補助

健診実施やフォローアップに当たっての関係機関との連携促進を行うコーディネーター

配置に係る費用を補助

健診の意義や健診後のフォローアップ体制の周知に係る普及啓発資材の作成・配布等に

要する費用を補助
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